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 【 学習到達目標 】 

 

  
◆歴史的分野  

・歴史的事象に対する関心を高め、日本の伝統と文化の特色を学び考え、古代から現代の歴史的なつ

ながりを理解し、国際協調の精神を養う。他国・他民族の歴史・文化を知ることにより、国際社会のあ

るべき姿とは何かを考える。 

◆公民的分野  

 ・自分たちが住む国のしくみや経済について関心を持ち、知識を深める。また、積極的に

社会に参画できるようにする。  

 
 【 学習方法やポイント 】 

 

  
・授業に集中して、前向きに取り組み、授業中に理解できる工夫をしましょう。 

・授業中はメモを取り、後から復習しやすいノートを作りましょう。 

・語句を丸暗記するのではなく、前後の出来事やさまざまな条件とのつながりを考えて、その関係性

を自分の言葉で説明できるように理解して覚えましょう。 

 

【 年間学習計画表 】 

学期 単元・題材名 主な学習内容 学習のねらい 

１
学
期 

◆歴史的分野  

第５章  

近代国家の歩みと国

際社会  

 

 

 

 

第６章  

二度の世界大戦と日本 

 

 

 

 

 

 

 

第７章  

現代の日本と私たち 

 

 

 

 

 

１節  欧米における近代化の

進展  

２節  欧米の進出と日本の開

   国  

３節  明治維新  

４節  日清・日露戦争と近代

産業  

 

１節  第一次世界大戦と日本  

２節  大正デモクラシーの時

代  

３節  世界恐慌と日本の中国

侵略  

４節  第二次世界大戦と日本  

 

 

 

１節  戦後日本の出発  

２節  冷戦と日本の発展  

３節  新たな時代の日本と世

   界  

 

 

・新政府が進めた外交政策について理解  

する。  

・日本の近代国家への歩みを理解する。  

 

 

 

 

 

・第一次世界大戦の原因と経過、結果、日本

の参戦の理由、その後の国際協調の動き、

アジア地域において民族自決の動きが広ま

ったことを理解する。  

 

・二度の世界大戦によって、政治・経済・軍

事と世界規模で大きな転換をむかえた事を

理解する。  

 

・世界大戦後の国際情勢を整理し、その後の

国際秩序の構築を理解する。  

 

 

２
学
期 

◆公民的分野  

第 1章   

現代社会と私たち  

 

第2章  

個人の尊重と日本国 

憲法 

 

 

 

1節 現代社会の特色と私たち 

2節 私たちの生活と文化 

3節 現代社会の見方や考え方 

 

1節 人権と日本国憲法 

2節 人権と共生社会 

3節 これからの人権保障 

 

 

・現代日本の特色として少子高齢化、情報  

化、グローバル化などが見られることに  

ついて理解する。  

 

・人間の尊重についての考え方を基本的人権

を中心に深め、法の意義を理解する。  

 

 



 

第3章  

現代の民主政治と社会 

 

 

 

第4章  

私たちの暮らしと経済 

 

 

 

 

 

 

1節 現代の民主政治 

2節 国の政治の仕組み 

3節 地方自治と私たち 

 

 

1節 消費生活と市場経済 

2節 生産と労働 

3節 市場経済の仕組みと金融 

4節 財政と国民の福祉 

5節 これからの経済と社会 

 

 

 

・国会を中心とする我が国の民主政治の仕組

みのあらましや政党の役割を理解する。  

 

 

 

・身近な消費生活を中心に経済活動の意義に

ついて理解する。  

 

 

 

 

３
学
期 

 

第5章  

地球社会と私たち 

 

 

1節 国際社会の仕組み 

2節 さまざまな国際問題 

3節 これからの地球社会と日本 

 

 

 

・世界平和の実現と人類の福祉の増大のため

には、国際協調の観点から、国家間の相互

の主権の尊重と協力、各国民の相互理解と

協力及び国際連合をはじめとする国際機構

などの役割が大切であることを理解する。  

 

  

 

【評価について】 

 

社会科では、以下の３つの観点に基づき、生徒のみなさんの学習のようすを総合的に評価します。 
〇知識・技能  

 定期テスト、小テスト、提出物  

○思考・判断・表現  
 定期テスト、小テスト、提出物 
○主体的に学習に取り組む態度  
 日頃の授業への取り組み方、レポート、発表、「知識・技能」、「思考・判断・表現」の評価  

項目 

 

 


